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「中国経済研究会」のお知らせ
2012年度第７回（通算第31 回）の中国経済研究会を中国経済学会・学術研究会（西日本部会）との共催で以下の通り開催することになりましたので、お知らせいたします。皆様方におかれましてはご多忙のことと存じますが、万障を繰り合わせの上、ご参加くださるようよろしくお願いいたします。
記
日時：　2012年12月8日（土） 14:00～17:30
場所：　京都大学　吉田キャンパス　法・経東館３階311演習室
■プログラム：
第1報告：　14:00－14:45

報告者：孫文君（京都大学大学院経済学研究科博士課程）
テーマ：「中国における炭素税の都市農村別負担」
第2報告：　 14:45－15:30

報告者：江夏由樹 （一橋大学大学院経済学研究科）
テーマ：「２０世紀前半、羊毛問題からみた日本と内モンゴルの関係」
コーヒー・ブレーク： 15：30－15：40

第3報告： 15:40－16:25
報告者：塔林図雅（慶應義塾大学通信教育部）
テーマ：「中国における銀行と保険の融合に関する一考察：『銀行保険』を中心に」
第4報告：　16:25－17:10
報告者：劉徳強（京都大学大学院経済学研究科/地球環境学堂）
テーマ：「中国農業における労働と賃金に関する分析」
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2012年度における開催(予定)日は以下の通りです。
前期： 4月17日（火）、 5月15日（火）、 7月3日（火）、 7月17日(火)

後期：10月23日（火）、11月20日（火）、12月8日（土）、1月15日（火）
（この件に関するお問い合わせは劉徳強（liu@econ.kyoto-u.ac.jp）までお願いします。なお、研究会終了後、有志による懇親会が予定されています。）
************************************************************************************************
中国ニュース　１１.２６－１２.２
ヘッドライン

■　貿易：１～１０月、中国のお米輸入量は前年同期の４倍に
■　リポート：中国、１０年以内に世界の工場としての地位を失う
· 不動産：１１年の中国人の米国不動産購入額、カナダ人に次いで２位
· 社会：外国人作家印税番付、上位３分の１が日本人
· 原発設備容量：２０１５年には世界の１０分の１に
· 市場：高級ブランドが直面する「中国式の気まずさ」
· 低空域開放：来年から全国に拡大、１兆元のパイ形成か
· 鉄道：大連とハルビンを結ぶ世界初、厳寒地域の高速鉄道が開通
· 浙江：話題の“立ち退き拒否の家”、ついに政府が取り壊しへ
· 吉林：図們市から北朝鮮穏城郡への冬場の観光ツアー
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ニュース詳細
· 貿易：１～１０月、中国のお米輸入量は前年同期の４倍に
【１１月３０日　中国網】税関の最新データによると、中国の１～１０月の米輸入量は前年同期の５０万５０００トンから１９８万トンに増え、前年同期の４倍に増えた。米輸入量の急増は、世界一の米生産国である中国に大きな変化をもたらした。過去２０年、中国は米のほとんどを自給自足してきたが、２０１１年に純輸入国になった。米農務省の予測によると、中国の２０１２年の米輸入量は前年の５．５倍の２６０万トンとなって、過去最高記録を塗り替える見通し。中国はナイジェリアに続き、世界第２位の米輸入国となる。
· リポート：中国、１０年以内に世界の工場としての地位を失う
【１１月２８日　新浪網】大和証券キャピタル・マーケッツ（大和証券ＣＭ）の研究報告として、東南アジア諸国の急速な発展に伴い、今後５～１０年以内に中国は「世界の工場」としての地位を失うだろうと伝えられた。孫明春エコノミストが指摘した「フライングギース（雁行形態）パラダイム」が特に注目された。フライングギースパラダイムは、ローエンド製造業が発達した国から未発達国家へ移転していくと指摘する。近年、中国の人件費が大幅に上昇する一方、東南アジア諸国連合（アセアン）の労働コストは低いままだ。例えば２０００年、ナイキのスポーツシューズの世界販売量の４０％は中国製、１３％はベトナム製だったが、今では４１％、３２％という比率となった。孫エコノミストは「人件費の低下と人口構造のメリット、経済自由化政策に支えられ、アセアンは中国に代わってローエンド製造業の新たな世界工場になっている」と説明した。

· 不動産：１１年の中国人の米国不動産購入額、カナダ人に次いで２位
【１２月１日　新華網】全米不動産業者協会（ＮＡＲ）によると、１１年に米国で海外投資家が購入した不動産の合計額は８２０億ドル（１ドル＝８０円）で、そのうち中国人の不動産購入額はカナダ人に次ぐ２番目の多さの７０億ドル以上だった。米ＦＯＸニュースによると、中国人投資家は米国で不動産を購入する際、カリフォルニア州やニューヨーク市の数百万ドルの高級住宅を好んで選択する傾向が目立ち、その多くが現金払いだという。中には、中国人投資家を対象に特別にデザインした豪華住宅もある。
· 社会：外国人作家印税番付、上位３分の１が日本人
【１１月２８日　華西都市報】２０１２第７回「中国人作家印税ランキング・外国人作家印税ランキング」がこのほど発表された。外国人作家印税ランキングでは、日本人作家が飛び抜けた人気をみせ、上位１５人中、５人を占めた。今年のノーベル文学賞候補として注目された村上春樹氏は、受賞を逃したのみならず、中国での人気も若干下がった。昨年の印税額は６２０万元（１元＝１２円）だったが、今年は３００万元で５位。続く６位に日本の「ミステリーの大御所」東野圭吾氏。また、黒柳徹子氏の「窓際のトットちゃん」は８位にランクインした。１０位稲盛和夫氏のほか、「アジアイラストレーターの女王」の高木直子氏は、心温まるイラスト＆エッセー「はじめてだったころ」で１２位に入った。

· 原発設備容量：２０１５年には世界の１０分の１に
【１１月２８日　新華網】中国原子力エネルギー業界協会理事長、国家国防科技工業局科技委員会副主任の張華祝氏は、「原子力と環境」をテーマとするラウンドテーブルで、「中国の原子力発電プラントが建設されるに伴い、２０１５年末ごろまでに４１基が稼働する。設備容量は計約４２００万ｋＷに達し、世界の原子力設備容量の１０分の１を占める。これと同時に、約２０基の原発が着工する」と語った。張氏は「中国の原発事業は開始が遅れたが、すでに６カ所の計１５基が稼働しており、全国発電量の１．８５％、世界原発発電量の３．４７％を占め、後発者の強みを生かしている。中国は原発の安全運転で高い業績を記録しており、現在まで国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）のレベル２以上の事故を起こしていない。

· 市場：高級ブランドが直面する「中国式の気まずさ」
【１２月１日　羊城晩報】羊城晩報は記事「“中国式の気まずさ”に直面したブランド品」を掲載した。シャトー・ラフィット・ロートシルトといえば、いわずと知れたボルドーワインの名ブランド。年間２０万本程度しか生産されないが、中国には数千万本が流通しているのだとか。つまりほとんどがニセモノだという。さらに世界的な高級ブランドは一度中国に進出すると、いろんな「中国式の気まずさ」に直面することになる。例えばＢＭＷといえば「事故を起こしたのに謝らない女子大生」「ＢＭＷを牛車に変えた広州美女」といった負のニュースをすぐに思いつく。世界中の高級ブランドが中国市場への進出を目指しているが、その一方でこうしたひどい目に遭う可能性を恐れてもいるという。

· 低空域開放：来年から全国に拡大、１兆元のパイ形成か
【１１月３０日　人民日報】広東省珠海市で開かれた航空業発展論証会で、中国国家空中交通管制委員会の馬欣弁公室副局長は、中国の低空域管理の開放を２０１３年に全国で推進すると明かした。低空域開放は、汎用航空業を発展させるための絶対条件だ。開放後、汎用航空業の「市場のパイ」は１兆元規模に達する見通しだ。低空域管理改革はすでに瀋陽、広州から河北省唐山市、陝西省西安市、山東省青島市、浙江省杭州市、浙江省寧波市、雲南省昆明市、重慶市まで広げられている。１０００メートル以下の低空域は、管制エリア、監視エリア、報告エリアに分けられ、免許をもつプライベートジェットは管制エリアでのフライトが許されるようになる

■　鉄道：大連とハルビンを結ぶ世界初、厳寒地域の高速鉄道が開通
【１２月１日　中国網】遼寧省大連市と黒龍江省ハルビン市を結ぶ高速鉄道が正式に開通し、１日午前９時ごろ、４両編成の高速列車がそれぞれハルビン西駅、長春駅、瀋陽北駅、大連北駅から同時に出発した。同高速鉄道は中国初、世界初の厳寒地域における哈（ハルビン）大（大連）高速鉄道である。今回の開通により、中国が掲げていた「四縦四横（時速３００キロ以上の高速鉄道を縦４本、横４本造る）」の高速鉄道網がほぼ完成した。哈大高速鉄道は長さ９２１キロ、設計時速３５０キロ、中国東北部の遼寧省、吉林省、黒龍江省を貫く。「四縦四横」の「四縦」は北京から上海、広州、ハルビンなどと結ぶ３線と杭州から深センを結ぶ南方の路線を指し、「四横」は徐州―蘭州、上海―昆明、青島―太原、上海―成都の４線を指す。

· 浙江：話題の“立ち退き拒否の家”、ついに政府が取り壊しへ
【１２月１日　網易網】浙江省温嶺市大渓鎮下洋張村の「最もハチャメチャな立ち退き拒否の家」の取り壊しがついに始まった。道幅数十メートルはある道路の真ん中に、１軒だけポツンと建っている５階建ての家。ネット上に写真付きで紹介されたところ、「最もハチャメチャな立ち退き拒否の家」として中国国内で一躍有名になった。持ち主の羅保根さんは、「２００１年に６０万元以上を払って建てた家だが、地元政府が提示する立ち退きの補償額がわずか２６万元しかなく、引っ越したくても引っ越せない状況だ」と説明していた。羅さんに電話をすると、羅さんの親戚が電話に出て「ここ２～３日、連日色んな人が来てわれわれに圧力をかけた。補償額には合意した。足りない分は親戚や友人に寄付してもらって家を建てるつもりだ」と語った。
· 吉林：図們市から北朝鮮穏城郡への冬場の観光ツアー
【１１月２７日　新華網】吉林省図們市はこのほど、同市から北朝鮮の咸鏡北道穏城郡に向かう冬場の日帰り観光ツアーが開設されたことを明らかにした。ツアー料金は１人当たり約４８０元。観光ツアーは月曜から土曜まで実施され、中国の観光客は朝、図們を出港し、北朝鮮で中型観光バスに乗車。午前に王在山革命博物館や王在山記念レリーフ、革命事跡碑、また頭老峰などを巡り、午後に北朝鮮の子ども達による舞台芸術公演を鑑賞、夕方に図們に戻る。図們市は北朝鮮の穏城郡に面しており、北朝鮮との間で道路と鉄道の「二つの通路」を抱える吉林省唯一の町である。
************************************************************************************************
　【中国経済最新統計】
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	2005年
	10.4
	
	12.9
	1.8
	27.2
	1020
	28.4
	17.6
	0.8
	▲0.5
	17.6
	9.3

	2006年
	11.6
	
	13.7
	1.5
	24.3
	1775
	27.2
	19.9
	▲5.7
	4.5
	15.7
	15.7

	2007年
	13.0
	18.5
	16.8
	4.8
	25.8
	2618
	25.7
	20.8
	▲8.7
	18.7
	16.7
	16.1

	2008年
	9.0
	12.9
	21.6
	5.9
	26.1
	2955
	17.2
	18.5
	▲27.4
	23.6
	17.8
	15.9

	2009年
	9.1
	11.0
	15.5
	1.9
	31.0
	1961
	▲15.9
	▲11.3
	▲14.9
	▲16.9
	27.6
	31.7

	2010年
	10.3
	15.7
	18.4
	3.3
	24.5
	1831
	31.3
	38.7
	16.9
	17.4
	19.7
	19.8

	9月
	9.6
	13.3
	18.8
	3.6
	23.2
	169
	25.1
	24.4
	12.2
	6.1
	19.0
	18.5

	10月
	
	13.1
	18.6
	4.4
	23.7
	271
	22.8
	25.4
	8.7
	7.9
	19.3
	19.3

	11月
	
	13.3
	18.7
	5.1
	29.1
	229
	34.9
	37.9
	28.1
	38.2
	19.5
	19.8

	12月
	9.8
	13.5
	19.1
	4.6
	20.4
	131
	17.9
	25.6
	9.2
	-13.3
	19.7
	19.9

	2011年
	9.2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	19.9
	4.9
	23.7
	65
	37.7
	51.4
	16.6
	11.4
	17.3
	16.9

	2月
	
	14.9
	11.6
	4.9
	－
	-73
	2.3
	19.7
	-10.9
	32.2
	15.7
	16.2

	3月
	9.7
	14.8
	17.4
	5.4
	31.2
	1
	35.8
	27.4
	10.5
	32.9
	16.6
	16.2

	4月
	
	13.4
	17.1
	5.3
	37.2
	114
	29.8
	22.0
	8.2
	15.2
	15.4
	15.8

	5月
	
	13.3
	16.9
	5.5
	33.6
	130
	19.3
	28.4
	12.1
	13.4
	15.1
	15.4

	6月
	9.5
	15.1
	17.7
	6.4
	11.8
	223
	17.9
	19.0
	6.6
	2.8
	15.9
	15.2

	7月
	
	14.0
	17.2
	6.5
	27.7
	315
	20.3
	23.0
	2.7
	19.8
	14.7
	15.0

	8月
	
	13.5
	17.0
	6.2
	33.4
	178
	24.4
	30.4
	6.4
	11.1
	13.6
	14.8

	9月
	9.1
	13.8
	17.7
	6.1
	27.3
	145
	17.0
	21.1
	-3.5
	7.9
	13.1
	14.3

	10月
	
	13.2
	17.2
	5.5
	34.1
	170
	15.8
	29.1
	-0.6
	8.7
	16.7
	14.1

	11月
	
	12.4
	17.3
	4.2
	21.4
	145
	13.8
	22.6
	-12.9
	-9.8
	16.2
	14.0

	12月
	8.9
	12.8
	18.1
	4.1
	5.7
	165
	13.3
	12.1
	-15.4
	-12.7
	17.3
	14.3

	2012年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	4.5
	25.3
	273
	-0.5
	-15.0
	4.6
	10.8
	16.6
	14.8

	2月
	
	21.3
	
	3.2
	－
	-315
	18.3
	40.3
	38.7
	-0.9
	17.8
	15.0

	3月
	8.1
	11.9
	15.2
	3.6
	21.1
	53
	8.8
	5.4
	-6.5
	-6.1
	18.1
	15.7

	4月
	
	9.3
	14.1
	3.4
	19.2
	184
	4.9
	0.4
	-26.1
	-0.7
	17,5
	15.4

	5月
	
	9.6
	13.8
	3.0
	21.0
	187
	15.3
	12.7
	-6.1
	0.0
	17.9
	15.7

	6月
	7.6
	9.5
	13.7
	2.2
	21.8
	317
	11.3
	6.3
	-16.3
	-6.9
	18.5
	16.0

	7月
	
	9.2
	13.1
	1.8
	20.6
	251
	1.0
	5.7
	-7.8
	-8.6
	18.9
	16.0

	8月
	
	8.9
	13.2
	2.0
	19.4
	267
	2.7
	-2.7
	-12.7
	-1.4
	18.4
	16.1

	9月
	7.4
	9.2
	14.2
	1.9
	23.1
	277
	9.8
	2.3
	-6.4
	-6.8
	19.8
	16.2

	10月
	
	9.6
	14.5
	1.7
	22.4
	320
	11.5
	2.2
	1.8
	-0.2
	14.6
	15.9


注：1.①「実質GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。

2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意

されたい。また、(　　)内の数字は1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。

　　3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。

出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。
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